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条
例
制
定

条
例
廃
止

条
例
改
正

補
正
予
算

規
約
の
変
更

1２月定例会
12月３日〜６日

主な審議内容
一般質問４名　５件　
条 例 制 定  １件
条 例 廃 止  １件　
条 例 改 正  ２ 件
規 約 の 変 更   １件
補 正 予 算  １件
諮　　　 　 問　１件
委 員 会 報 告    ４件

◎
中
井
町
農
地
等
災
害
復
旧
事
業
に

関
す
る
分
担
金
徴
収
条
例　

　

農
地
等
が
自
然
災
害
に
よ
り
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
場
合
、
国
の
農

地
等
災
害
復
旧
事
業
を
活
用
し
て
復

旧
を
図
る
際
は
、
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
、
農
地
等
所
有
者
な
ど
か
ら

分
担
金
を
徴
収
す
る
た
め
の
条
例
を

制
定
し
た
。

◎
中
井
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
一
定

の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
の
償
却
資

産
に
係
る
特
例
割
合
を
定
め
る
規
定

を
定
め
る
な
ど
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

◎
中
井
町
地
域
集
会
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

中
村
下
会
館
が
、
老
朽
化
や
現
在

の
耐
震
性
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
中
井
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
等
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
す
る
た
め
の

一
部
改
正
を
行
っ
た
。

◎
中
井
町
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規

制
法
」
が
公
布
さ
れ
、
危
険
な
盛
土

等
を
全
国
一
律
の
基
準
で
包
括
的
に

規
制
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
本
条
例
を
廃
止
し
た
。

◎
足
柄
上
衛
生
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

足
柄
上
衛
生
組
合
に
お
い
て
、
ご

み
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
を
共

同
処
理
す
る
た
め
、
足
柄
上
衛
生
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
で
議
決

し
た
。

◎
令
和
６
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
10
号)

　

２
３
９
８
万
３
千
円
の
増
額

　

総
額
48
億
５
４
４
９
万
円

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
、
総
務

費
で
、
庁
舎
関
係
修
繕
料
を
増
額
し

た
ほ
か
、
実
績
見
込
に
よ
り
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
補
助
金
に
係
る
経
費

を
減
額
し
た
。

　

民
生
費
で
は
、
公
金
振
込
手
数
料

の
発
生
に
伴
い
児
童
手
当
費
に
係
る

経
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
衛
生
費
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接

種
委
託
料
接
種
費
用
の
確
定
等
に
よ

り
予
防
接
種
事
業
に
係
る
経
費
を
増

額
す
る
と
と
も
に
、
受
診
者
の
増
加

に
伴
い
後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
補

助
金
を
追
加
計
上
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
中
井
中
央
公
園
野

球
場
の
空
調
設
備
及
び
厳
島
湿
生
公

園
の
園
路
改
修
に
係
る
経
費
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
た
ほ
か
、
町
営
住
宅
の

修
繕
等
に
係
る
経
費
を
増
額
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
井
ノ
口
小
学
校
の

校
内
修
繕
経
費
及
び
漏
水
に
伴
う
下

水
道
使
用
料
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
た

ほ
か
、
生
涯
学
習
施
設
建
設
事
業
の

事
業
工
程
の
精
査
に
よ
り
地
質
調
査

設
計
の
経
費
を
減
額
し
た
。

　

災
害
復
旧
費
で
は
、
台
風
10
号
に

よ
る
農
地
崩
壊
等
の
災
害
の
復
旧
事

業
に
つ
い
て
、
関
係
経
費
を
計
上
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
歳
出
の
補
正
と
合
わ

せ
て
、
農
地
等
災
害
復
旧
費
の
分
担

金
を
計
上
し
た
ほ
か
、
国
庫
支
出
金

と
し
て
、
公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策

支
援
事
業
補
助
金
及
び
農
地
等
災
害

復
旧
費
補
助
金
を
、
県
支
出
金
と
し

て
、
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交

付
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
た
。
ま
た
雑

入
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
助
成
金
を
増
額
し
た
。

　

今
回
の
歳
入
歳
出
の
補
正
に
伴

い
、
前
年
度
繰
越
金
を
増
額
す
る
こ

と
で
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
。

　 

人
権
擁
護
委
員
に

　  

金か
ね

子こ

貴た
か

司し

氏
（
新
任
）

　
　
　
　
　
を
適
任
と
し
た
。

人
事
案
件
の
諮
問

文
教
民
生
常
任
委
員
会

審
査
報
告

　

９
月
定
例
会
に
て
付
託
さ
れ
た
陳

情
第
３
号
「
令
和
７
年
度
に
お
け
る

『
障
害
者
の
医
療
費
助
成
制
度
』
に
つ

い
て
の
陳
情
」
は
趣
旨
に
同
意
で
き

る
こ
と
か
ら
採
択
し
、「
全
て
の
重
度

障
が
い
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
た
め
の
要
望
決
議
」
を
提
出

し
た
。
賛
成
全
員
で
可
決
し
た
（
決

議
本
文
は
４
ペ
ー
ジ
）。

　

ま
た
、
12
月
定
例
会
に
て
付
託
さ

れ
た
陳
情
第
５
号
「
介
護
保
険
制
度

の
抜
本
改
善
、
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
陳
情
」
は
趣
旨
に
同

意
で
き
る
こ
と
か
ら
採
択
し
、「
介
護

保
険
制
度
の
改
善
、
介
護
従
事
者
の

処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提

出
し
た
。
賛
成
全
員
で
可
決
し
た（
意

見
書
本
文
は
４
ペ
ー
ジ
）。

　

な
お
、
陳
情
第
６
号
「
令
和
７
年

度
に
お
け
る
『
中
井
町
身
体
障
が
い

者
福
祉
協
会
』
へ
の
補
助
金
増
額
の

陳
情
」
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

　　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
陳
情
第

７
号
「『
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見

書
』
採
択
に
関
す
る
陳
情
」
は
、
趣

旨
に
同
意
で
き
る
こ
と
か
ら
採
択
し
、

「
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
を

提
出
し
た
。
賛
成
全
員
で
可
決
し
た

（
意
見
書
本
文
は
４
ペ
ー
ジ
）。

　

ま
た
、所
管
事
務
調
査
の「
中
村
川
・

藤
沢
川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
」
の

審
査
結
果
を
報
告
し
、「
中
村
川
・
藤

沢
川
の
河
川
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」

を
提
出
し
た
。
賛
成
全
員
で
可
決
し

た
（
意
見
書
本
文
は
４
ペ
ー
ジ
）。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

審
査
報
告
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令和6年 第４回定例会
提 
出 

者

議 

決 

日

審
議
結
果

曽
我
尚
人

武
井
一
紀

関
野
達
夫

相
原
晃
一

古
宮
祐
二

多
田　

勲

石
渡
正
次

加
藤
久
美

尾
尻
孝
和

井
上
泰
弘

岸　

光
男

町長 中井町農地等災害復旧事業に関する分担金徴収条例 12/6 可決 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町長 中井町土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例を廃止する条例 12/6 可決 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町長 中井町税条例の一部を改正する条例 12/6 可決 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町長 中井町地域集会施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 12/6 可決 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
町長 足柄上衛生組合規約の変更について 12/6 可決 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
町長 令和６年度中井町一般会計補正予算 (第１０号 ) 12/6 可決 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町長 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 12/6 適任 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
委員会 全ての重度障がい者が安心して医療を受けられるための要望決議について 12/6 可決 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
委員会 介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改善を求める意見書の提出について 12/6 可決 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
委員会 再審法改正を求める意見書の提出について 12/6 可決 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
委員会 中村川・藤沢川の河川整備を求める意見書の提出について 12/6 可決 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和6年 第６回臨時会

町長 専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度中井町一般会計補正予算（第８号）） 10/31 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 工事請負契約の変更契約の締結について
（令和６年度中井町立中村小学校南校舎改修工事） 10/31 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案　名

議　員　名

審 議 し た 議 案 等 と 審 議 結 果審 議 し た 議 案 等 と 審 議 結 果

　※森丈嘉議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対を表しています。

　
「
公
の
施
設
」
と
は
条
文
上
「
住
民

の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ
て

そ
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
か
ら
は
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
「
中
村
下
会
館
跡
地
の
活
用
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
利
用

状
況
に
お
い
て
新
た
な
地
域
集
会
施

設
の
建
設
は
考
え
て
い
な
い
。
新
た

な
生
涯
学
習
施
設
が
完
成
し
た
後
に
、

中
村
下
会
館
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

町
民
と
改
め
て
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
。」
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
と
は
、
必
要
な
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
施
設
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
中
村
下
会

館
は
利
用
が
で
き
な
く
な
り
建
物
を

壊
す
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
施
設
を
撤
去
し
た
後
、
地
域
住

民
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
で
今
後

ど
の
様
に
作
っ
て
い
く
の
か
、
が
一

番
大
切
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
地
域

に
は
役
場
ま
で
簡
単
に
移
動
で
き
な

い
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

先
は
、
も
っ
と
増
え
て
い
き
ま
す
。

先
日
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
か

ら
、
中
村
下
会
館
で
の
投
票
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
声
を

聞
い
て
み
る
と
「
高
齢
の
た
め
、
役

場
ま
で
歩
く
の
は
困
難
な
の
で
東
京

に
住
む
息
子
に
相
談
し
、
わ
ざ
わ
ざ

投
票
の
た
め
に
来
て
も
ら
っ
た
。
今

後
も
お
願
い
を
す
る
の
は
気
が
引
け

る
。」「
気
持
ち
が
閉
鎖
的
に
な
っ
て

く
る
よ
う
だ
。」
と
の
こ
と
。
地
域
で

活
用
し
て
い
た
公
共
施
設
を
無
く
す

こ
と
は
地
域
住
民
の
不
便
や
不
安
を
、

行
政
側
が
つ
く
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

　
「
廃
止
あ
り
き
」
で
は
な
い
地
域
の

た
め
に
役
立
つ
公
有
財
産
の
利
用
を

考
え
て
い
く
べ
き
で
す
。

中
井
町
地
域
集
会
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
へ
の

   
反
対
討
論

  

加か  

藤と
う   

久く  

美み  

議
員

第６回臨時会
１０月３１日

  専決処分の承認   １件
  工事請負契約の
      　　変更契約   １件

審 議 内 容

専
決
処
分
の
承
認

工
事
請
負
契
約
の

　
　
　
変
更
契
約

◎
令
和
６
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

　

６
０
１
万
３
千
円
の
増
額

　

総
額
47
億
８
４
６
１
万
５
千
円

　

令
和
６
年
10
月
27
日
に
執
行
さ
れ

た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
伴
い
、
関

係
経
費
の
予
算
措
置
が
必
要
と
な
っ

た
が
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
か
っ
た
た
め
、
補
正
予
算
を

専
決
処
分
し
た
。

◎
令
和
６
年
度
中
井
町
立
中
村
小

学
校
南
校
舎
改
修
工
事

　

現
地
調
査
に
よ
り
ア
ス
ベ
ス
ト

が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

処
分
等
に
係
る
契
約
変
更
を
行
っ

た
。

　
変
更
契
約
金
額
　

　
原
契
約
金
額
に
対
す
る
変
更
額

　
　
　
６
４
１
万
８
０
０
円
増
額

「
地
域
に
役
立
つ
集
会
施
設
を
求
め
る
！
」
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決議意見書

意見書 意見書

文教民生常任委員会文教民生常任委員会

総務経済常任委員会 総務経済常任委員会

　　全ての重度障がい者が安心して
　　　　　医療を受けられるための要望決議

　　介護保険制度の改善、介護従事者の
　　　　　　　　　処遇改善を求める意見書

中村川・藤沢川の河川整備を求める意見書 再審法改正を求める意見書

　神奈川県は、平成２１年、重度障がい者医療費助成制度の抜本的見
直しを行い、利用者の一部負担金及び所得制限の導入、６５歳以上の
方を新規適用としないなどとしました。町も、県基準と同様とする改定
を平成２５年に行いました。
　６５歳を超え、それまで抱えていた疾患が悪化し、重度障がいの対
象となる状態になることもあります。
　また、重度障がい児がいる家庭では、ケアのために共働きが難しい
家庭も多く、経済的に困窮することが懸念されます。
　さらに、中井町からの通院は交通費負担が大きく、補助は欠かせな
いものです。町は平成２１年より、障害者手帳１級又は２級取得者への
タクシー代又は自動車燃料費の助成を行っていますが、助成金額は据
え置きであり、社会経済の悪化など物価高騰が続いている中で、助成
金額の見直しが求められます。
　こうした時代だからこそ、対象者の範囲の枠を広げることや、移動に
かかる経費補助の増額が必要です。切実なニーズがある重度障がい者
への助成支援を充実させることは、地方自治の根幹である町民福祉に
寄与するものです。　
　重度障がい者が安心して医療を受けやすくなるよう下記のとおり要望
します。
　　　　　　　　　　　　　　　　記
１　「重度障がい者医療費助成制度」の年齢制限、所得制限を撤廃す
　るとともに、対象者枠の拡充を図ること。
２　通院のためのタクシー券助成事業及び自動車燃料費助成事業の助
　成金を増額すること。
　以上、決議する。

令和６年１２月６日　　　　　　
　中井町長　戸村　裕司　殿　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中井町議会

　介護保険制度は施行２４年が経過しました。しかし、必要なサービスを利用でき
ない実態が広がり続けており、家族の介護を理由とする介護離職は年間　１０万
人にも上っています。２０２４年度の介護報酬改定はプラス改定となりましたが、
介護職員と全産業平均との月額約７万円の賃金格差を埋めるには程遠く、物価高
騰などによる介護事業所の経営困難も改善に至りません。
　さらに、訪問介護の報酬が引き下げられたことで、小規模の訪問介護事業所が
廃業に追い込まれる事態が各地で生じています。介護現場の人手不足は深刻な状
況で、介護保険制度そのものが崩壊しかねません。政府は、利用料２割負担の対
象拡大、ケアプラン有料化、要介護１、２のサービスの保険給付はずしなど、さら
なる改悪に向けた審議を２０２５年から再開しようとしています。
　行き届いた介護保障を実現するためには、介護保険の国庫負担を引き上げ、制
度の抜本改善、介護従事者の大幅な処遇改善と増員を図ることが何よりも必要で
す。
　よって、中井町議会は、介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改善を求めて
下記の事項について国に要望します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１　社会保障費を大幅に増やし、必要なときに必要な介護が保障されるよう、費
　用負担の軽減、 サービスの拡充など介護保険制度の抜本的な見直しを行うこと。
　介護保険財政に対する国庫負担の割合を大幅に引き上げること。
２　訪問介護の基本報酬の引き下げを撤回し、介護報酬全体の大幅な底上げを図
　る再改定を至急行うこと。その際はサービスの利用に支障が生じないよう、利
　用料負担の軽減などの対策を講じること。
３　利用料２割負担の対象者の拡大、ケアプランの有料化、要介護１、２の保険
　給付はずし ( 総合事業への移行 ) など、行わないこと。
４　全額国庫負担により、すべての介護従事者の賃金を全産業平均まで早急に引
　き上げること。介護従事者を大幅に増やし、一人夜勤の解消、人員配置基準の
　引き上げを行うこと。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

令和６年１２月６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県中井町議会　
　内閣総理大臣　　石　破　　　茂　殿
　厚生労働大臣　　福　岡　資　麿　殿
　財務大臣　　　　 加　藤　勝　信　殿
　総務大臣　　　　 村　上　誠一郎　殿

　近年、気候変動の影響により、大型台風や線状降水帯の発生が増加
し、それに伴い暴風雨などの異常気象が頻発している。このため、災害
リスクが高まっており、当町を流れる中村川・藤沢川においても、これ
らの影響が深刻である。同河川は周辺環境により土砂が堆積しやすく、
竹や樹木の繁茂により流水断面が狭まることで、氾濫の危険性が一層
増大している。また、繁茂した草木は、隣接する県道や歩道の通行に
も悪影響を与えている。
　このような現状に鑑み、治水対策および安全対策は急務であり、中
村川・藤沢川の流下能力を確保するため、堤防（護岸）および河床の整
備・改修を含む広範囲での適正な管理が必要と考える。加えて、局所的
な堆積物や樹木の繁茂の早期対応、流下障害の軽減、堤防（護岸）の
保全など、河川全体の機能を維持するための予防策強化を強く要望す
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　記
１　中村川整備計画の早期策定
　　現在実施中の中村川流域における環境調査を迅速に進め、河川整
　備の方針となる「中村川整備計画」を早期に策定すること。
２　緊急の河川改修および樹木・土砂の適正管理
　　これまでも一部河床整備が行われているものの、竹や樹木、つる
　などの繁茂によって流下が阻害される危険個所については、早急に点
　検を行い、樹木伐採や浚渫及び護岸整備を講じること。
３　定期的なパトロール強化
　　河川の堆積状況や護岸周辺の樹木の繁茂具合を定期的に監視する
　ため、パトロールの頻度を増加させ、早期に異常の兆候を察知でき
　る体制を整えること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和６年１２月６日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中井町議会
　神奈川県知事　黒岩　祐治　殿

　えん罪は国家による最大の人権侵害の一つであり、えん罪被害者の
救済は法治国家としての信頼を維持するために喫緊の課題である。ま
た、えん罪を防ぎ、その被害を迅速に回復することは、地域住民の人
権を守る責務を有する地方自治体にとっても重要な意義を持つ。再審制
度とえん罪に関する問題は、国民の誰もが関わり得る重要なテーマで
あり、現行の再審法の課題を早急に是正する必要がある。
　現状の再審制度は刑事訴訟法に規定されているが、通常の刑事裁判
と異なり、具体的な審理の進め方についての規定が不十分である。この
ため、再審請求の審理が長期化し、えん罪被害者が無実を証明する機
会を大きく妨げている。
　また、再審を求める被害者や弁護側が捜査機関の保有する証拠を利
用できる仕組みも整備されていない。現行法には、証拠開示を義務付
ける明確な規定がないため、被害者の救済が著しく遅れている。
　さらに、再審開始が決定されても、検察官による不服申立てが相次
いでおり、再審手続きが長引き、えん罪被害者の速やかな救済を阻害
している現状がある。
　えん罪被害者を迅速かつ確実に救済するため、以下の事項を含む刑
事訴訟法を改正すべきである。

１　再審請求手続の審理の適正化に資する規定を整備すること。
２　再審請求手続において、全ての証拠を開示する規定を整備すること。
３　再審開始決定に対する検察官の不服申立てを禁止すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和６年１２月６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県中井町議会

　衆議院議長　　 額 賀　福志郎　殿
　参議院議長　　 関 口　昌　一　殿
　内閣総理大臣　石 破      　 茂　殿
　総務大臣　　　 村 上　誠一郎　殿
　法務大臣　　　 鈴 木　馨　祐　殿
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町長 中井町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例 11/28 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 中井町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例 11/28 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 中井町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 11/28 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 中井町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例 11/28 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 令和６年度中井町一般会計補正予算 (第９号 ) 11/28 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 令和６年度中井町国民健康保険特別会計補正予算 (第２号 ) 11/28 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 令和６年度中井町介護保険特別会計補正予算 (第２号 ) 11/28 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 令和６年度中井町下水道事業会計補正予算 (第１号 ) 11/28 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 令和６年度中井町水道事業会計補正予算 (第２号) 11/28 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案　名

議　員　名

審 議 し た 議 案 等 と 審 議 結 果審 議 し た 議 案 等 と 審 議 結 果

第７回臨時会
１１月２８日

条 例 改 正  ４件
補 正 予 算  ５ 件

審 議 内 容

条
例
改
正

◎
中
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
年
間
の

支
給
割
合
を
０
・
05
月
引
き
上
げ
、

４
・
15
月
分
と
し
た
。

◎
中
井
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
常
勤
特
別
職
（
町
長
・
副
町
長
・

教
育
長
）
の
期
末
手
当
の
年
間
の
支

給
割
合
を
０
・
05
月
引
き
上
げ
、
４
・

15
月
分
と
し
た
。

◎
中
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
職
員
の

給
与
改
定
を
実
施
し
た
。

⑴　

給
料
月
額　

若
年
層
に
重
点
を

置
き
、
給
料
表
の
水
準
を
２
・ 

５
%

引
き
上
げ
た
。

⑵　

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
年

間
の
支
給
割
合
を
０
・
05
月
分
引
き

上
げ
た
。

(

期
末
・
勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
月

数
４
・ 

５
月
分
→
４
・ 

６
月
分)

◎
中
井
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
つ

い
て
、
常
勤
職
員
の
給
与
改
定
を
踏

ま
え
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

◎
令
和
６
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

　
４
５
８
９
万
２
千
円
の
増
額

　
総
額
48
億
３
０
５
０
万
７
千
円

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
、
人
件

費
の
更
正
に
よ
り
、
４
６
７
１
万
８
千

円
を
増
額
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
歳
出
で
は
、
人
件
費

の
更
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
を
増
額
、
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を
減
額

し
た
。

　

今
回
の
歳
入
歳
出
の
補
正
に
伴

い
、
国
庫
補
助
金
で
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
関
連
事
務
委
任
事
業
費
補
助
金

を
増
額
等
す
る
こ
と
で
収
支
の
均
衡

を
図
っ
た
。

補
正
予
算

◎
令
和
６
年
度
中
井
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
67
万
５
千
円
の
増
額

　
総
額
10
億
８
７
１
６
万
円

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
り
、
67
万
５
千

円
を
増
額
し
、
一
般
会
計
繰
入
金
を

増
額
し
て
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
。

◎
令
和
６
年
度
中
井
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
１
５
０
万
１
千
円
の
減
額

　
総
額
９
憶
６
４
３
１
万
９
千
円

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
り
、
１
５
０

万
１
千
円
を
減
額
し
、
一
般
会
計
繰

入
金
を
減
額
す
る
こ
と
で
収
支
の
均

衡
を
図
っ
た
。

◎
令
和
６
年
度
中
井
町
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
６
６
３
万
５
千
円
の
増
額

　
総
額
５
億
６
０
４
万
７
千
円

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
り
、
６
６
３

万
５
千
円
を
増
額
し
た
。

◎
令
和
６
年
度
中
井
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
８
２
９
万
９
千
円
の
減
額

　
総
額
３
億
７
１
５
万
４
千
円

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
り
、
８
２
９

万
９
千
円
を
減
額
し
た
。
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　上下水道施設・設備の
　　　　　　　耐震化推進は

　

地
震
災
害
に
備
え
、水
道
、下
水

道
施
設
設
備
の
耐
震
化
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。特
に
、災
害
時
に
は

水
道
の
供
給
や
排
水
処
理
が
停
止

し
、住
民
の
生
活
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
質
問
を
す
る
。

　
　

町
の
上
・
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
け
る
耐
震
化
進
捗
状
況
は
。

　
　

更
新
計
画
で
は
老
朽
管
路
更

新
時
に
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

下
水
道
耐
震
化
率
は
59
・
５
％
。水

道
施
設
は
耐
震
化
率
９
・
１
％
。耐

震
適
合
率
17
・
０
％
。

　
　

土
木
技
術
職
の
職
員
確
保
が

困
難
な
現
状
に
対
し
て
の
対
策
は
。

　
　

採
用
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

採
用
時
の
年
齢
要
件
の
引
上
げ
等

を
行
っ
て
い
る
。今
後
は「
中
井
町

職
員
と
し
て
働
く
魅
力
」を
発
信

し
、働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

も
努
め
た
い
。

　
　

町
内
に
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
や

鉛
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

鉛
管
は
無
い
。石
綿
セ
メ
ン

ト
管
は
約
１
０
０
ｍ
残
存
。時
期

を
見
て
更
新
し
て
い
き
た
い
。

　
　

国
か
ら
指
示
の
あ
る
上
下
水

道
耐
震
化
計
画
の
策
定
状
況
は
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

水
道
は
令
和
２
年
策
定
済
み

だ
が
、下
水
道
は
今
年
度
策
定
予

定
で
あ
る
。策
定
後
に
国
土
交
通

省
へ
報
告
す
る
。

　
　

水
道
の
業
務
継
続
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）策
定
の
考
え
は
。

　
　

来
年
度
か
ら
は
砂
口
配
水
池

の
低
区
な
ど
の
新
た
な
運
用
も
始

ま
る
の
で
、上
下
水
道
一
体
の
業

務
継
続
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た

い
。

　
　

災
害
時
に
お
け
る
断
水
等
応

急
復
旧
に
つ
い
て
は
、お
お
む
ね

　
　

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
て
お
り
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周

知
し
て
い
る
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
で
耐
震
化
推

進
や
維
持
管
理
効
率
化
を
図
る
考

え
は
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利

用
し
た
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
た
め
、今
年
度
か
ら
施
設

改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

水
道
の
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

は
現
場
で
の
検
針
作
業
が
省
略
さ

れ
、漏
水
の
早
期
発
見
や
高
齢
者

の
見
守
り
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。将
来
的
に
導
入
を
検
討
す
べ

き
で
は
。

　
　

利
便
性
や
効
果
等
は
、認
識

し
て
い
る
が
、高
額
な
費
用
が
か

か
る
た
め
、現
状
で
は
他
自
治
体

の
実
証
実
験
の
動
向
を
見
守
っ
て

い
る
状
況
。

　
　

水
道
Ｄ
Ｘ
を
中
井
町
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
に
組
み
込
む
考
え
は
。

　
　

来
年
度
の
中
井
町
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
見
直
し
で
、可
能
な
も
の
を

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
追
加
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

何
日
く
ら
い
で
復
旧
す
る
か
。

　
　

被
害
状
況
に
よ
り
異
な
る
が
、

早
急
な
被
害
状
況
の
確
認
と
支
援

の
要
請
を
行
い
、発
災
後
３
日
以

内
に
は
復
旧
に
着
手
で
き
る
と
想

定
。

　
　

少
子
高
齢
化
や
耐
震
化
工
事

に
よ
り
、今
後
更
な
る
財
政
負
担

が
予
想
さ
れ
る
が
、水
道
料
金
の

検
討
は
。

　
　

料
金
改
定
の
検
討
が
必
要
な

時
期
に
来
て
い
る
。中
井
町
水
道

運
営
協
議
会
の
中
で
料
金
体
制
、

料
金
の
改
定
等
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　

町
内
の
消
火
栓
３
４
６
基
と

防
火
水
槽
１
２
１
基
の
耐
震
計
画

は
。

　
　

消
火
栓
に
つ
い
て
は
接
続
す

る
配
管
の
問
題
と
考
え
て
い
る
。

防
火
水
槽
の
耐
震
化
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。多
額
な
費

用
が
必
要
に
な
る
た
め
、長
期
的

視
野
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
単
独

処
理
浄
化
槽
等
を
災
害
に
強
い
合

併
浄
化
槽
へ
と
転
換
を
図
っ
て
い

る
が
、町
民
へ
の
周
知
は
。

答答 答

答答

答 答

答答答

答

答

問

問

問

問問

問

問問

問

問問問

一 般 質 問

老朽化対策と耐震化を計画的に推進する町 長
多

た

田
だ

　 勲
いさお

議員
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質問者本人の原稿を尊重し、編集しています

　

10
年
目
と
い
う
節
目
、
20
％

前
後
を
低
迷
し
て
い
る
２
学
期

制
の
状
況
、
新
し
い
学
期
制
を
探

る
動
き
、
足
柄
上
郡
の
学
期
制
の

混
在
、
率
だ
け
を
発
表
し
動
き
の

な
い
文
部
科
学
省
。

何
よ
り
も
中
井
町
の
子
ど
も
に

と
っ
て
何
が
一
番
良
い
の
か
探

る
た
め
に
も
適
切
な
学
期
検
討

委
員
会
を
設
立
し
て
、
２
学
期
制

３
学
期
制
だ
け
で
な
く
新
し
い

学
期
制
を
含
め
た
積
極
的
な
協

議
を
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で

は
な
い
か
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
こ
の
場

で
の
意
見
は
難
し
い
。
と
い
う
の

は
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
在
り
方

を
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
常
々
考
え
て
い
る
か
ら
。
教
育

課
程
編
成
の
中
で
意
見
が
出
て

き
た
時
、
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
々
の
授

業
を
大
切
に
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
現
在
の
状
況
の
中
で
は
、
２

学
期
制
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
で
あ

る
。
仮
に
、
必
要
性
が
あ
る
場
合

に
は
、
指
摘
さ
れ
た
内
容
も
踏
ま

え
て
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

１
市
５
町
で
は
２
学
期
制

と
３
学
期
制
が
混
在
し
て
い
る

が
、
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因

で
、
支
障
が
出
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
か
。

　

導
入
し
て
20
年
弱
が
経
っ
て

い
る
の
で
、
調
整
は
既
に
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
成
績
を
つ
け
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
が
少
し
違
う
の

で
、
同
じ
様
な
形
が
良
い
と
い
う

声
は
出
て
い
る
。
し
か
し
、
子
ど

も
た
ち
に
影
響
す
る
こ
と
は
な

い
と
捉
え
て
い
る
。

と
議
論
し
た
覚
え
が
あ
る
。
休
業

に
入
る
前
は
計
画
性
の
あ
る
長

期
休
業
の
有
効
性
を
指
導
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
現
在
、
学
校

は
共
通
理
解
を
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

平
成
28
年
の
第
六
次
総
合
計

画
に
絡
め
、
総
合
教
育
会
議
で
今

後
の
10
年
間
ど
う
し
て
い
く
の

か
と
い
う
意
味
合
い
で
進
め
て

き
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
と
詳
細

は
。

　

小
学
校
が
５
・
６
年
生
と
中

学
校
１
～
３
年
生
で
４
０
３
名
。

保
護
者
が
３
４
６
名
。
教
職
員

が
53
名
。
合
計
８
０
２
名
に
実

施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
、
４
項

目
。
一
つ
が
子
ど
も
と
先
生
が
係

わ
る
時
間
、
二
つ
目
が
評
価
や
学

校
の
振
り
返
り
、
三
つ
目
が
計
画

的
な
学
習
、
四
つ
目
が
長
期
休
業

の
有
効
な
活
用
と
い
う
形
。

　

保
護
者
の
回
答
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
係
わ
る
時
間
の
確
保

が
49
％
。
長
期
休
業
に
お
け
る
学

力
の
向
上
に
向
け
た
学
習
の
連

続
性
が
46
％
。
長
期
休
業
の
活
用

に
つ
い
て
は
44
％
。
こ
の
結
果
を

ど
う
捉
え
た
の
か
。

　

肯
定
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た

保
護
者
に
つ
い
て
は
、
正
直
言
っ

て
戸
惑
い
や
不
安
が
あ
っ
た
と

思
う
。
し
か
し
、
２
学
期
制
で
な

く
、
３
学
期
制
で
も
同
じ
こ
と
だ

一 般 質 問

継続するが、必要性がある場合は検討をする

     中井町の「 学校２学期制」
　　　　　　　　　　の行方は

教
師
の
質
の
向
上
、
ゆ
と
り
あ

る
教
育
環
境
の
確
保
、
学
習
時
間

の
確
保
を
ね
ら
い
と
し
た
２
学

期
制
は
全
国
の
小
・
中
学
校
共
、

約
20
％
と
数
値
を
伸
ば
し
た
。
し

か
し
、
３
学
期
制
に
戻
す
学
校

や
「
新
し
い
３
学
期
制
」
と
し
て
、

ゆ
と
り
の
時
間
や
子
ど
も
た
ち

と
の
触
れ
合
い
を
増
や
す
方
向

を
探
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

今
後
、
町
で
進
め
て
い
き
た
い

学
期
制
と
そ
の
根
拠
及
び
具
現

化
を
図
る
方
策
は
。

　

２
学
期
制
あ
り
き
で
進
め
た

懸
念
が
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
を
中
心

に
考
え
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
軽
く
見

た
の
か
。

 \　

授
業
時
数
だ
け
で
な
く
中
身

の
確
保
を
ど
う
す
る
か
、
先
進
校

の
事
例
を
研
究
し
議
論
を
重
ね

２
学
期
制
が
妥
当
で
あ
る
と
判

断
し
た
が
、
実
施
を
前
提
に
し
た

検
討
委
員
会
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

実
施
か
ら
５
年
ほ
ど
で
２
学

期
制
の
評
価
・
検
証
を
し
て
い

る
自
治
体
が
多
い
が
、
か
な
り
遅

く
な
っ
て
検
証
に
入
っ
た
ね
ら

い
は
。

答 答答

答

答

答

問

問

問 問

問問

石
い し わ た

渡 正
し ょ う じ

次 議員
教育長
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※QRコードから録画配信している一般質問が視聴できます

町 長

　
　

健
康
保
険
証
廃
止
で
医
療
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、対
応
が
様
々
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る

人
の
中
に
は
、「
こ
ん
な
面
倒
な
ら

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
保
険
証
登
録
を
解

除
し
て
、今
ま
で
の
保
険
証
と
同

じ
サ
イ
ズ
、内
容
の
資
格
確
認
書

を
も
ら
い
た
い
。」そ
う
い
っ
た
方

も
当
然
増
え
て
く
る
と
思
う
。

　

こ
の
解
除
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
な
手
続
き
を
行
う
か
。

　
　

登
録
の
際
は
医
療
機
関
窓
口

や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
等
で
各
自
手

続
き
が
で
き
る
一
方
、解
除
手
続

き
の
際
に
は
医
療
保
険
者
に
対
し

申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
る
た

め
、国
民
健
康
保
険
等
で
は
、現
在

窓
口
対
応
ま
た
は
郵
送
で
の
手
続

き
を
お
願
い
し
て
い
る
。ま
た
手

続
き
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
準
備
も
進
め

て
い
る
。

　

資
格
確
認
書
が
届
く
ま
で
１
週

間
程
度
の
期
間
が
か
か
る
が
、そ

の
間
に
医
療
に
か
か
り
た
い
と
い

う
場
合
に
は
、国
保
は
、被
保
険
者

証
明
書
を
交
付
し
て
、医
療
を
受

け
て
も
ら
う
。後
期
高
齢
者
医
療

保
険
は
、被
保
険
者
受
療
証
を
一

時
交
付
し
て
、医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

親
族
等
の
法
定
代
理
人
、成
年

後
見
人
等
が
窓
口
に
来
る
場
合
、

委
任
状
は
不
要
。そ
れ
以
外
の
申

請
は
、委
任
状
を
提
出
し
て
も
ら

う
。委
任
状
の
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
に
上
げ
て
い
る
。

　
　

保
険
証
を
廃
止
す
る
と
い
う

こ
と
は
、全
て
の
国
民
に
、マ
イ
ナ

カ
ー
ド
を
使
い
な
さ
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持

つ
、持
た
な
い
は
自
由
で
す
よ
。」

と
言
い
な
が
ら
、一
方
で
廃
止
し

て
し
ま
う
。結
局
全
員
が
持
た
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。や
り
方
に
矛

盾
が
あ
る
。

　

そ
の
解
決
方
法
は
、保
険
証
の

廃
止
を
一
方
的
に
決
め
る
の
で
は

な
く
て
、保
険
証
と
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
両
方
が
使
え
る
よ
う
に
し
て

い
く
の
が
一
番
合
理
的
な
解
決
策

で
は
な
い
か
。

　
　

制
度
の
過
渡
期
の
た
め
問
題

が
あ
る
。シ
ス
テ
ム
の
信
頼
構
築

な
ど
必
要
な
ケ
ア
を
十
分
に
取
り

組
む
よ
う
県
な
ど
を
通
し
て
要
望

し
て
い
く
。

　
　

才
戸
か
ら
野
球
場
駐
車
場
へ

の
歩
道
設
置
を
。

　
　

周
辺
の
地
形
は
急
峻
な
山
林

と
深
い
沢
で
高
低
差
が
あ
り
、平

場
の
無
い
施
工
条
件
が
非
常
に
悪

い
場
所
で
、橋
は
も
と
よ
り
通
路

を
整
備
す
る
に
は
、樹
木
の
伐
採

や
法
面
の
養
生
な
ど
を
始
め
と
し

た
周
辺
環
境
の
整
備
を
す
る
こ
と

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答

答

答

問

問

問

一 般 質 問

窓口または郵送での手続きをお願いしている町 長

  マイナ保険証利用登録を
　　　解除する手続きは

尾
お じ り

尻 孝
た か か ず

和 議員

他 1 問

　

井
ノ
口
か
ら
中
央
公
園
へ

　
　

 

歩
い
て
行
け
る
歩
道
を

　

整
備
後
も
安
全
に
通
行
出
来
る

よ
う
、施
設
や
周
囲
の
維
持
管
理

に
も
か
な
り
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、通
路
の
整
備
は
難
し
い
。

　
　

野
球
場
の
駐
車
場
か
ら
沢
の

上
流
に
向
か
っ
て
標
高
70
メ
ー
ト

ル
の
等
高
線
に
沿
っ
て
進
み
、沢

を
渡
っ
て
下
流
に
向
か
っ
て
歩
き
、

や
ま
ゆ
り
園
下
の
町
道
カ
ー
ブ
に

設
置
さ
れ
た
街
路
灯
脇
ま
で
抜
け

る
。

　

斜
面
を
滑
る
危
険
を
感
じ
る
こ

と
も
な
く
、沢
も
ひ
と
ま
た
ぎ
で

渡
る
こ
と
が
で
き
る
。沢
の
水
も

透
き
通
っ
た
き
れ
い
な
水
で
あ
る
。

　

途
中
３
か
所
、昔
の
歩
道
の
跡

が
残
っ
て
い
る
。右
岸
に
１
か
所
、

左
岸
に
２
か
所
。木
の
く
い
や
、横

に
寝
か
せ
た
木
は
ひ
ど
く
朽
ち
て

い
る
。恐
ら
く
中
央
公
園
が
で
き

た
頃
に
は
こ
の
歩
道
は
使
わ
れ
な

く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

舗
装
な
ど
せ
ず
、自
然
の
土
を

生
か
し
た
散
策
路
と
し
て
、整
備

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
。

　
　

現
状
、歩
道
を
整
備
す
る
考

え
は
な
い
。

問答
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質問者本人の原稿を尊重し、編集しています

制
度
の
運
用
。
事
業
者
と
空
き
家

除
却
促
進
に
関
す
る
連
携
協
定

を
締
結
し
、
活
用
や
流
通
の
可

能
性
が
低
い
空
き
家
を
除
却
し

て
、
宅
地
の
流
通
促
進
を
図
っ
て

い
く
。

ま
た
、
移
住
・
定
住
促
進
連
携

協
定
を
締
結
し
て
、
情
報
交
換
、

発
信
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

長
期
的
視
点
で
企
業
誘
致
対

策
を
ど
う
次
期
総
合
計
画
に
位

置
づ
け
る
考
え
か
。

　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
将

来
的
な
産
業
拠
点
の
形
成
を
示

し
て
い
る
。
次
期
総
合
計
画
に
反

映
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　　

行
政
拠
点
で
あ
る
役
場
周
辺

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
、
比
奈
窪

56
プ
ラ
ン
と
は
。

　
（
仮
）
生
涯
学
習
施
設
、
役

場
庁
舎
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
連
携
し
な
が
ら
、
交
流
機
能

も
含
め
て
町
民
が
居
心
地
よ
く

感
じ
る
よ
う
な
空
間
エ
リ
ア
「
行

き
た
く
な
る
、
居
た
く
な
る
、
町

に
帰
り
た
く
な
る
」
拠
点
を
つ
く

り
、
役
場
周
辺
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　

町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
交
流

人
口
増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化

の
推
進
の
た
め
、
東
名
高
速
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
場
所
に
、
大
規
模
物
販

店
舗
の
誘
致
を
目
指
し
て
は
。

　

県
の
都
市
計
画
の
方
針
で
は
、

周
辺
人
口
が
相
当
必
要
な
こ
と

か
ら
、
町
に
大
型
商
業
施
設
を
誘

致
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
。

た
だ
し
、
主
要
幹
線
道
路
沿
道

に
お
い
て
、
沿
道
型
商
業
施
設
の

立
地
誘
導
な
ど
、
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
が
あ
り
、
次

期
総
合
計
画
に
も
つ
な
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ　

　
個
人
の
権
利
や
自
己
実
現
が
保
障
さ

　
れ
、身
体
的
、精
神
的
、社
会
的
に
良

　
好
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

　
概
念
。

政
運
営
に
基
づ
き
、
町
民
の
幸
福

実
現
に
向
け
た
計
画
策
定
が
重

要
で
あ
る
。

　

町
の
強
み
弱
み
を
ど
う
政
策

に
活
か
し
て
い
く
考
え
か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
町
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
意
識
調

査
か
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

分
析
し
、
町
民
の
幸
福
度
の
向
上

に
起
因
す
る
要
素
を
的
確
に
捉

え
、
政
策
形
成
を
実
行
し
て
い
く
。

　

若
年
世
代
が
移
住
・
定
住
し

や
す
い
住
宅
地
整
備
を
誘
導
す

る
施
策
は
。

　

移
住
・
定
住
推
進
事
業
補
助

一 般 質 問

幸福を感じることができる町を目指して町 長

   　将来に希望が持てる町とは

今
後
も
人
口
減
少
が
進
み
、
公

共
施
設
の
更
新
費
用
や
高
齢
者

対
策
と
し
て
の
扶
助
費
の
増
大

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
限
ら
れ
た

町
の
財
源
で
、
将
来
の
町
を
担
っ

て
い
く
若
い
世
代
が
住
み
続
け

ら
れ
る
た
め
に
は
、
よ
り
効
果
的

な
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。

更
に
、
時
代
変
化
に
対
応
し
た

行
政
運
営
に
よ
り
、
持
続
可
能
で

「
希
望
が
持
て
る
ま
ち
」、「
活
気

あ
る
ま
ち
」、「
地
域
で
支
え
合

う
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
多
く
の

基
礎
自
治
体
で
「
賢
く
収
縮
す
る

ま
ち
づ
く
り
」
や
「
持
続
可
能
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
打
ち

出
し
、
地
域
特
性
を
活
か
し
な
が

ら
、
工
夫
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
次
世
代
に

自
信
を
も
っ
て
引
き
継
げ
る
町

に
し
て
い
く
こ
と
で
、
活
力
と
魅

力
あ
る
町
が
で
き
る
と
思
う
。

希
望
が
持
て
る
町
の
未
来
を
目

指
し
て
、
次
期
総
合
計
画
を
ど
の

よ
う
に
策
定
す
る
か
質
問
す
る
。

　

次
期
総
合
計
画
策
定
の
重
点

ポ
イ
ン
ト
は
。　
　
　
　
　
　
　

　

策
定
の
視
点
は
、
町
民
の
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
。
実
効
性
の
あ

る
計
画
。
将
来
の
予
測
が
困
難
な

事
態
に
対
応
し
た
計
画
。
デ
ジ
タ

ル
の
力
を
活
用
し
た
社
会
課
題

の
解
決
。
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
行

関
せ き の

野 達
た つ お

夫 議員

▲比奈窪５６プランのエリア図

答答

答

答

答

答 問問

問 問

問

※

問
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令 和６年度

中  井  町
議 会 報 告 会

２月９日 (日 )午後６時〜8時
井ノ口公民館研修室

２月 15 日 (土 )午後６時〜8時
農村環境改善センター研修室

行って、 見て、 聞いて、 語って、行って、 見て、 聞いて、 語って、
　　議会をもっと身近に！　　議会をもっと身近に！
行って、 見て、 聞いて、 語って、
　　議会をもっと身近に！

第１部  議 会 からの報 告第１部  議 会 からの報 告
　 　　 　 議 会の取 組議 会の取 組
　 　 常 任 委 員会 報 告　 　 常 任 委 員会 報 告
第２部  意 見 交 換第２部  意 見 交 換

第１部  議 会 からの報 告
　 　 議 会の取 組
　 　 常 任 委 員会 報 告
第２部  意 見 交 換

お誘い合わせの上、ぜひお越しくださいお誘い合わせの上、ぜひお越しくださいお誘い合わせの上、ぜひお越しください

お問い合わせ / 中井町議会事務局 　0465-81-3905

令和 7 年
2月3日 (月 )～動画配信
　【内容】議会からの報告（約 30 分）
　　　　 　議会の取組　常任委員会報告

Yo uTub e
中井 町 議 会チャンネルCHECK



令和６年度議会報告会資料目次
令和 6 年度議会報告会の開催について　  11 ページ

議会の動き　　　　　  　 　   　　　　13 ページ

総務経済常任委員会報告　　　   　　　15 ページ

文教民生常任委員会報告　　　   　　　17ページ

横書き構成です。左側のページからご覧ください。
　　　　　　　　　（例 13 ページ→ 12 ページ）

　この議会報告会では昨年（令和６年 1 月～ 12 月）の
議会の活動をお知らせします。
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森 丈嘉 / 井上泰弘 / 古宮祐二 / 武井一紀
委員長 多田 勲 / 副委員長 関野達夫

岸 光雄 / 相原晃一/ 曽我尚人 / 石渡正次

委員長 加藤久美 / 副委員長 尾尻孝和

▲昨年度の議会報告会

文教民生
常任委員会

総務経済
常任委員会

令和 6 年度 議会報告会の開催について令和 6 年度 議会報告会の開催について
　中井町議会では、町民の皆さまに開かれ、信頼される議会を目指して、中井町議会基本条例に基づき、議会報告会
を開催します。
　議会報告会は、町民の皆さまに議会活動を報告するとともに、議会に対してご意見をいただく場として開催するも
のです。報告内容は本議会だよりにも掲載してますが、ぜひ会場に「行って、見て、聞いて、語って、議会をもっと
身近に !」感じてみてください。事前のお申込みは不要となっています。皆さまのご来場、心よりお待ちしております。
　なお、令和２年度から行っています動画配信についても今年度も引き続き行いますので、そちらもご覧いただけれ
ばと思います。
　※　議会報告会では、１年間の議会の動きと、２つの常任委員会からの報告をお伝えします。動画配信とあわせて
　　　ご覧いただきたいと思います。
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議 会 報 告 会

１２月定例会　主な審議内容

主な条例改正

令和６年１２月定例会（１２／３～１２／６ ）

・条例制定（１件）
　中井町農地等災害復旧事業に関する分担金徴収
　条例
・条例廃止（１件）
　中井町土砂等による土地の埋立て等の規制に関
　する条例を廃止する条例
・条例の一部を改正する条例（２件）
　中井町税条例の一部を改正する条例、中井町地
　域集会施設の設置及び管理に関する条例の一部
　を改正する条例
・補正予算（補正額 2,398 万円）
　財産管理費、定住促進・少子化対策費、生涯学習
　施設建設事業費、農地等災害復旧費　等

● 中井町地域集会施設の設置及び管理に関する条
　例の一部を改正する条例
　中村下会館は、老朽化の進行や現在の耐震性を満た
していないことなどから、中井町公共施設等総合管理計
画に基づき令和６年度をもって廃止するもの。

主な補正予算
● 定住促進・少子化対策事業（△ 1,811 万円）
　当初の予定に及ばなかったため減額
● 生涯学習施設建設事業費（△ 250 万円）
　委託業務を令和６年度から令和７年度に変更
● 農地等災害復旧費（891 万円）
　台風 10 号の復旧費

主な条例改正

主な補正予算

委員会審査報告

● 中井町国民健康保険条例の一部を改正する条例
　国民健康保険法の一部改正により、被保険者証が廃
止されることから所要の改正を行う。
● 中井町消防団条例の一部を改正する条例
　消防団員の任命年齢は、18 歳以上 45 歳未満と定め
ている。人員確保の観点から任命年齢の上限を撤廃す
るもの。

● 水道事業会計負担金（528 万円）
　物価高騰に対する水道料金の負担軽減
　水道基本料金の２か月分補助（10 月・11 月）
● 道路維持補修費（1,500 万円）
　宮原地区の宅地開発に伴う道路後退部分の道路整備

（遠藤原幹線）他

● 生涯学習施設建設等特別委員会の設置
　町の将来に大きく関わる案件であることから、事業
の規模、期間、費用、効果など、総合的に調査研究し、
町と共に本事業に取り組む必要がある。町が考えた計
画等を共有し、適切に提案や要望を行えるよう特別委
員会を設置した。
● 議会運営委員会審査報告（所管事務の調査）

【議会 ICT 化タブレット端末導入について】
　我が国では、ICT化や働き方改革が進む中、町議会では、
多くの資料が紙ベースで出席者に配布されている。これら
の資料準備に要する職員の労力や、印刷にかかるコストは
増加傾向にある。また、県内市町のタブレット端末導入は、
17 市５町が導入し運用している。議会運営の効率化と活
性化を図るため、電子データによる議会関係資料や、その
他資料の共有、情報の伝達及びペーパーレス会議を実現
するための費用を要求した。

・補正予算
　台風 10 号の被害に対する補正 4,269 万円
　復旧のための原材料費・半分形地区の道路復旧
　費用。下井ノ口、北田地区の農道整備費・町道
　復旧工事費
※中井町農地等災害復旧補助金交付要綱の一部改
　正により、復旧費が 40 万円以上で復旧費用から５
　万円を除いた額の２／３を補助。（限度額 70 万円）
　10 月１日から適用。
※ただし、支援後の作付けを５年間行える農地
※台風 10 号（８月 29 日から９月１日）は適用される

第５回臨時会　主な審議内容
令和６年第５回臨時会（１０／７）

９月定例会　主な審議内容
令和６年９月定例会（９／３～９／１３）  

・令和５年度一般会計決算を認定
　国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後
　期高齢者医療事業特別会計、下水道事業会計、
　水道事業会計の５会計についても認定
    （歳入）47 億 7,500 万円 （歳出）44 億 1,200 万円
・条例の一部改正　２件
　中井町国民健康保険条例、中井町消防団条例
・補正予算
　水道事業会計負担金、道路維持補修費（遠藤原幹線）
・議会運営委員会での審査報告（２件）
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令 和 6 年 度

３月定例会　主な審議内容 ６月定例会　主な審議内容

令和６年度の主な当初予算

主な条例改正

主な条例改正

工事請負契約の締結

令和６年３月定例会（３／５～３／１５） 令和６年６月定例会（６／４～６／７）

・令和６年度予算審議
　総額 78 億 7,558 万円、
　　　　　　　　うち一般会計 45 億 4,380 万円
　　第七次中井町総合計画策定事業、
　　生涯学習施設建設事業、
　　インターチェンジ周辺土地利用推進事業、
　　少子化対策事業等
・条例改正 11 件
　中井町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
　費用弁償に関する条例の一部を改正する条例　他
・補正予算（令和５年度一般会計補正他）
　基金積立費、ふるさと納税推進事業　他

・条例の一部を改正する条例（４件）
　中井町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例、
　中井町議会委員会条例の一部を改正する条例　他
・補正予算（補正額 3,928 万円）
　電算広域化推進事業費
　新たな住民税非課税等世帯向け臨時給付金　他
・工事請負契約の締結（２件）

● 第七次中井町総合計画策定事業（1,870 万円）
　令和８年度を初年度とする、第七次中井町総合計画
基本構想及び前期基本計画をデジタル田園都市国家構
想総合戦略と一体化し２か年で作成。
● 生涯学習施設建設事業（1,697 万円）
　生涯学習活動の拠点となる生涯学習施設の整備を図る。
● インターチェンジ周辺土地利用推進事業（17,520 万円）
　インターチェンジ周辺の市街化区域編入に伴い、区
画整理事業の組合にインフラ整備に対する事業費の一
部を補助。
● 少子化対策事業（2,263 万円）
　少子化対策の推進、若年夫婦世帯等の定住促進を図
るため、婚姻に伴う経済的負担を軽減し新生活を支援
する。

● 中井町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す
　る条例
　非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政
令の一部改正に伴い、非常勤消防団員等の損害補償に
係る補償基準額について所要の改正を行う。
　　現行１日　9,500 円 ➡ 12,500 円に改正

● 中井町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例
　政治倫理基準にハラスメントに関する規定を設ける
とともに、地方自治法の一部改正に伴い、議員による
請負に関する規約の改正及び緩和が図られたことによ
る改正。
　※請負金額 300 万円以下であれば請負が可能。そ
　　の場合の議長への報告義務、公表等について規定
　　する。
● 中井町議会委員会条例の一部を改正する条例
　議会に係る手続きのオンライン化などを内容とする
地方自治法の一部改正に伴い、関連する手続きのオン
ライン化に対応するため改正。

● 令和６年度中井町立中村小学校南校舎改修工事
　契約方法　一般競争入札
　契約金額　60,618,800 円
　工　　期　令和６年６月７日から令和６年 12 月 27 日
　契約相手　中井開発株式会社
● 令和６年度中井中央公園野球場スコアボード改修工事
　契約方法　一般競争入札
　契約金額　148,764,660 円
　工　　期　令和６年６月７日から令和７年２月 28 日
　契約相手　パナソニック EW エンジニアリング株式会社
                                                                東京本部

議 会 の 動 き

委 員 長 　井 上 泰 弘
副委員長　 尾 尻 孝 和
委 　 員 　多 田 　 勲

委 　 員 　加 藤 久 美
委 　 員 　関 野 達 夫
委 　 員 　石 渡 正 次

議会運営委員会

▲改修前の中央公園野球場スコアボード
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議 会 報 告 会

　④「人口減少対策について」

（取り上げた理由）
・中井町では出生率
　の低下に加え、高
　齢化率の上昇が深
　刻
・教育や就職を理由
　に若者が都市部へ
　移住し、地域の活
　力が低下
・空き家が増加し、地域の景観や治安に影響

（対策の必要性）
住民の生活環境や行政サービス等住民の生活への直
接影響

【 調査報告（ 継続審査中）】

● 市街地の再開発と利用促進
 ・小規模宅地開発の推進
　 宅地開発を促進し、民間開発には道路・下水
　 道整備助成を実施
 ・町からの働きかけ
　 所有者や開発業者に宅地整備の必要性を周知
　 し、開発を促進
 ・未利用地調査と専用窓口設置
　 未利用地の現状調査を行い、相談専用窓口で
　 支援
● 雇用の確保
　メガソーラー跡地を活用した積極的な企業誘
　致を進め、進出企業には助成などの優遇

（令和 6 年 6 月～）

陳情
　①「ガザ地区における即時停戦を求め
　　る決議について」

　②「再審法改正を求める意見について」

（陳情内容）
・ガザ地区の紛争で子どもや女性を含む多数の市民
　が命を落としており、深刻な人道危機
・紛争が長期化し、市民の命や生活基盤が破壊され
　ていることに憂慮
・国への意見書提出要望

（陳情内容）
・えん罪は国家による重大な人権侵害であり、被害者
　救済は法治国家として急務
・現行の再審制度の不備により、えん罪被害者が無
　実を証明する機会が制限
・証拠開示規定の不足や検察の不服申立てが再審手
　続きの長期化を招き、救済妨害
・国への意見書提出要望

【 審査結果（ 審査終了）】

【 審査結果（ 審査終了）】

【令和 6 年 6 月 陳情を採択し決議】

ガザ地区の人道的危機を深く憂慮し、即時停戦
と和平実現への早急な行動を強く求める

● 定住促進
　人口増加策として手頃な価格や良好な住環境
　の町営住宅を提供

【令和 6 年 12 月 陳情を採択し意見書を国に提出】

● 再審請求手続の審理の適正化に資する規定を整
　備すること
● 再審請求手続において、全ての証拠を開示する
　規定を整備すること
● 再審開始決定に対する検察官の不服申立てを禁
　止すること

（令和 6 年 6 月）

（令和 6 年 12 月）

【 調査結果（ 審査終了）】

【令和 6 年 12 月 県知事に意見書提出】

● 環境調査を迅速に進め、中村川整備計画を早
　期に策定
● 繁茂する竹や樹木などを点検し、伐採や浚

しゅんせつ

渫
　で流下を確保
● 河川の状態や樹木の繁茂を定期的に監視し、
　異常兆候を早期に発見
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令 和 6 年 度

総務経済常任委員会報告

委 員 会 ／９ 回
協 議 会 ／２回

視 　 察 ／１回

委員会活動 実績   

所管事務調査
　①「有害鳥獣対策について」

　③「中村川・藤沢川の河川整備について」

（取り上げた理由）
【地域や農業にとって深刻な社会問題】
・鳥獣被害が年々拡大傾向
・大型動物による人身危害、農家の経済的損失の発生
・生態系バランスを考慮した適切な個体群管理
・捕獲後における処理負担の軽減

（対策の必要性）
地域ぐるみの活動強
化や狩猟者育成、被
害農家支援を進める
ことで被害防止

（取り上げた理由）
【気候変動による災害リスクの増加】
土砂の堆積や草木の繁茂により、流水断面が狭まり、
氾濫リスクが増加

【 調査結果（ 審査終了）】

【 調査結果（ 審査終了）】

【令和 6 年 6 月 町に要望決議を提出】

● 農家用電気柵の支援強化
　電気柵申請手続きの簡素化と補助金拡充を進　
　め、農作物被害の軽減
●  ICT の活用促進
　ドローンやセンサーカメラを活用し、有害鳥獣
　の行動把握と個体数管理を強化
● 微生物による処理システム導入
　捕獲鳥獣の処理負担軽減を目指し、微生物を
　使った最終処理システムを導入

【令和 6 年 9 月 町に要望決議を提出】

● 空き家の利活用促進
　空き家バンク登録を奨励し、不動産協会等へ
　の登録も推進して有効活用
● 空き家管理適正化の強化
　「我が家の将来計画ノート」を全戸配布し、空
　き家化防止の予防策推進
● 新たな補助金制度の創設
　空き家バンク登録時の片づけ費用や解体費用
　を補助する新制度を設け、利活用を支援

（令和5年6月～令和 6 年6月）

（令和 6 年 12 月）

　②「空き家対策について」

（取り上げた理由）
【地域の安心・安全性が低下】
・空き家数が増加傾向
・空き家の放置が防犯
　リスクの助長、景観
　や生活環境の悪化
・空き家バンクの登録
　数の低迷

（対策の必要性）
空き家の適切な管理と利活用を進めることで、町の
魅力と持続可能性向上

（令和5年6月～令和 6 年9月）

常任委員会常任委員会
● 議会では、専門的な審査が行えるよう、町の仕事を２つに分け、2 つの常任委員会が担当しています。
　議案や請願、陳情の審査を付託される他にも、それぞれの所管事項を調査研究しています。
● 議会中に付議された案件は閉会中に審査することも可能です。
● 議員は少なくとも1 つの常任委員会に所属しなければなりません。

（対策の必要性）
中村川・藤沢川の流下能力確保のため、堤防や河床
の整備が急務

 （令和６年１月１日～令和６年１２月３１日）  
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議 会 報 告 会

　②令和７年度における「透析患者の通院への助
　　成」についての陳情（９月議会）　

　③令和７年度における「障害者の医療費助成制
　　度」についての陳情（９月議会）

　④「介護保険制度の改善、介護従事者の処遇
　　改善を求める意見書」を国へ提出すること
　　を要望する陳情（12 月議会）　

物価高騰や年金の切り下げが続く中  高齢者の介
護保険料支払いは限界が見え、介護従事者の不
足は極めて深刻で、「介護崩壊」が起こっている
といっても過言ではない。
介護保険制度はだれもが利用する可能性が高く、
持続可能な介護制度、  介護補償を実現するべき
であることから、委員会では陳情を採択すること
を全会一致で決定した。

全会一致で採択　国へ意見書を提出 

委員からは、社会経済の悪化も鑑み、助成金額の
見直し等、検討課題もあるとの意見もあったが、
本町では陳情内容に沿うかたちでの通院助成制度
が概ね整っているとの確認ができた。

委員が担当課や陳情団体の総会資料などを収取し
たところ、その妥当性等を精査する必要性がある
との意見があった。
中井町は令和 6 年 3 月に「中井町 第 4 次障がい
者計画」を策定しており、その内容や計画とも整
合性があるべきである。また、町民からの陳情で
あり、より丁寧に審議したい、との意見もあり継
続審査へと意見がまとまった。

●「重度障がい者医療費助成制度」の年齢制限、　　
　所得制限を撤廃し対象者の拡充を図る。
● 通院のためのタクシー券助成事業、自動車
　燃料費助成事業助成金を増額すること。

委員会では町内外の助成制度内容を調査するなど
審査を重ねることが必要と意見がまとまった。

審査結果→不採択 

審査結果→継続審査
審査結果→継続審査

全会一致で採択　町へ要望決議書を提出

【 審査結果】

【 審査内容】

【 審査内容】

【 審査内容】

【 審査内容】

　 　 陳情は、透析患者の通院に必要なタクシー代や
　ガソリン代を助成するための予算措置を求めている。

　 　 神奈川県は平成 21 年、重度障害者医療費助成
　制度の抜本的見直しを行い、利用者の一部負担金
　の導入や、65 歳以上の新規適応外の年齢制限など、
　助成対象者の範囲をせばめた。

2024 年〜 2026 年の介護保険料は 平均月 6,225 円
介護保険スタート時 2,911 円から 2.14 倍に！

しかし！
さらなる制度悪化が

計画されている
2025 年から
審議スタート

6 , 2 2 5 円

2 , 911 円

　⑤令和７年度における「中井町身体障がい者福
　　祉協会」への補助増額の陳情について
　　　　　　　　　　　　　　　　　（12 月議会）

　「全ての重度障がい者が安心して医療を受けら
　れるための要望決議」

（12 月議会）9 月議会 継続審査（令和 7 年度におけ
る「障害者の医療費助成制度」についての陳情）か
らの要望決議書を提出　

要望決議

　 　 切実なニーズがある重度障がい者への助成支援
　を充実させることは、地方自治の根幹である町民
　福祉の寄与につながる。重度障がい者の方々が安
　心して医療を受けやすくなるよう求めるものである。



教
材
費

冊子教
材・ドリ
ルやワー
クなど

材料型教
材・テス
トや文房
具など

器材型
教材・

絵の具や
リコー

ダーなど

修学旅
行・校外
学習など

卒業
アルバム

など
合　計

1 年 2,925 5,596 6,520 40 0 15,081 円
2 年 3,190 4,519 3,785 260 0 11,754 円
3 年 4,160 7,989 6,100 1,020 0 19,269 円
4 年 3,308 7,697 0 330 0 11,335 円
5 年 3,098 8,446 3,500 2,125 0 17,169 円
6 年 3,959 8,438 0 22,987 11,250 46,634 円

小学校の教材費調査　令和５年度
※井ノ口小学校・中村小学校の平均金額
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委員会審査では、夫婦が異なる姓を自由に選択
できる事で、困っている人たちが救済され、なお
かつそこに特段大きな支障はないことからも反対
する理由は無いとの意見があった。

全会一致で採択　国へ意見書を提出 

【 審査内容】

（引き続き、調査研究中）

令 和 6 年 度

所管事務調査
　「学校教育に係る費用の支援につい
　て」

　①「男女が異なる姓を選択できる婚姻制度」
　　について法制化を求める意見書を国へ提出
　　することを要望する陳情（6 月議会）

（調査研究理由）
　「子どもの教育費」といっても、
子どもの年齢や学年、その時の
状況などで費用は異なる。実際
に学校教育に係る費用はどの様
なものに、いくら必要か。
　委員会では、物価高騰の中、
子育て家庭に、どの様な支援が必要なのかを調査す
ることになった。

　文部科学省が令和３年度行った「子どもの学習費
調査」によれば、公立小・中学校に通学させている
保護者が、子どもの学校教育費及び学校外活動のた
めに支出した１年間の金額は次の通り。

　　   ◆公立小学校　　35 万 2,566 円
　　   ◆公立中学校　　53 万 8,799 円

【 現状と課題】

【 委員会での協議内容、 町への要望】

● 就学援助金受給者の割合は、令和５年度 小学
　生 15.3％の増加傾向

● ランドセル購入費は新入学用品の中でも高額
　で入学準備をする保護者にとって大きな経済的
　負担

● 日本鞄協会ランドセル工業
　会の令和６年度のアンケート
　調査では、購入したランドセ
　ルの平均価格は５万９０００
　円余り、その金額は年々上昇
　している
　➡（調査）  ランドセルの無償配布や購入の補助
　　 金などを行う自治体も増え始めている。

「学校教育に係る費用の支援に関する要望決議」

ランドセルと同程度
の機能や耐久性を備
えた「通学用リュック
サック」を町から次
年度以降の新入学児
童へ無償配付し、保
護者やその家族の経
済的負担の軽減を図
ることを町に提案

全会一致で採択　町へ要望決議書を提出 

陳情

　　国会でも議論されている「選択的夫婦別姓制度」
　導入を求める陳情

委 員 会 ／ 1 1 回 協 議 会 ／１回

文教民生常任委員会報告

委員会活動 実績   
 （令和６年１月１日～令和６年１２月３１日）  

（令和 6 年 6 月～）
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委 員 長　古 宮 祐 二　
副委員長　相 原 晃 一
委　　員　曽 我 尚 人

委 　員　武 井 一 紀　             
委 　員　関 野 達 夫

議会だより編集委員

編集後記 町民の声

３月４日（火）
議会を傍聴しませんか 次回の定例会は

開会予定湘南ケーブルテレビ （ 102チャンネル）生放送
※放送内容は後日インターネット上でも視聴できます。
　詳しくは町ホームページをご確認ください。 議会ホームページ ( 中井町ホームページ ) はこちら ⇒

11
月
26
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
の
調
査
・
研

究
テ
ー
マ
「
議
会
活
性
化
改
革
に
関
す
る
調
査
研
究
に
つ
い

て
」
の
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

議
会
運
営
委
員
会

11
月
28
日
に
協
議
会
、
12
月
３
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
1
月
24
日
に
も
委
員
会
を
開
催
し
、
今
後
も

引
き
続
き
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

  

生
涯
学
習
施
設
建
設
等
特
別
委
員
会

11
月
６
日
に
協
議
会
、
12
月
５
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
所
管
事
務
の
研
究
テ
ー
マ
「
中
村
川
・
藤
沢
川
の
河

川
整
備
に
つ
い
て
」
は
、
12
月
定
例
会
で
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
（
意
見
書
は
４
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）。
ま
た
、「
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
」
は
継
続
審

査
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　

総
務
経
済 

常
任
委
員
会

11
月
６
日
、
12
月
４
日
、
12
月
６
日
に
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
所
管
事
務
の
研
究
テ
ー
マ
「
学
校
教
育
に
係
る
費

用
の
支
援
に
つ
い
て
」
は
引
き
続
き
調
査
研
究
す
る
こ
と
と

し
、
1
月
16
日
に
委
員
会
で
さ
ら
に
調
査
研
究
を
行
い
ま
し

た
。

　
　

文
教
民
生 

常
任
委
員
会

委員会から報告します

12
月
議
会
開
催
の
時
期
に
お
い
て
は
、
雨
が
降
ら
な
い

空
気
の
乾
燥
状
態
が
続
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
流
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

私
は
不

覚
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し
て
し
ま
い
、
12
月
議
会
は

欠
席
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
も
、
十
分

注
意
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
導
入
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
8
年
度
本
格
実

施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

今
後
も
議
会
改
革

へ
の
取
組
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
親

し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
高
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
相
原
）

車
の
利
便
性
が
良
い
反
面
、

通
勤
時
間
な
ど
は
様
々
な
場
所

で
渋
滞
が
起
こ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
近
隣
に
車
で
通
勤
す
る

こ
と
を
考
え
る
と
か
な
り
の
マ

イ
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
れ

は
災
害
時
に
は
さ
ら
に
大
き
な

混
乱
を
起
こ
す
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
バ
ス
の
増
便
を
望
む
声
な

ど
も
多
く
聞
き
ま
す
。
や
は
り

中
井
町
は
交
通
の
強
化
が
ネ
ッ

ク
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
秋
か
ら
猪
の
駆
除
を

始
め
ま
し
た
。
捕
れ
た
猪
を
振

る
舞
い
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然

を
感
じ
ら
れ
る
暮
ら
し
を
満
喫

で
き
る
、
中
井
町
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
の
夏
に
中
井

町
に
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
魅
力
は
な
ん
と

い
っ
て
も
土
地
の
安
さ

と
、
車
、
バ
イ
ク
が
好
き
な
の

で
小
田
原
厚
木
道
路
、
西
湘
バ

イ
パ
ス
、
東
名
高
速
と
車
の
利

便
性
が
決
め
手
で
し
た
。
住
民

の
方
と
も
交
流
す
る
よ
う
に
な

り
、
子
育
て
世
代
の
ネ
ッ
ク
は

定
期
代
な
ど
の
交
通
費
な
ん
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
。

中
井
町
に
は
駅
が
あ
り
ま
せ

ん
。
可
処
分
所
得
が
他
地
域
に

く
ら
べ
、
交
通
費
の
分
減
る
。

こ
の
差
を
埋
め
る
対
策
を
し
な

け
れ
ば
、
駅
が
近
く
可
処
分
所

得
の
多
い
他
市
町
を
選
ん
で
し

ま
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。

橋
はしもと

本　昭
あきひこ

彦さん（北田）


